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集団ワクチン会場が、アメリカ全土で空になる 

 

ビッグ・ファーマの mRNA 療法 “ワクチン” を受けることへの興味が、すっかりなく

なった：―― 

 

ワシントンの集会センターが、ここしばらく、空になっているようだ――集団ワクチン・

サイトが、全国を通じて各会場で空になる――3 月にはワクチン需要が絶えたようだ―

―トロントでも状況は同じ… 

        ――――――――――――――――― 

 

  グローバリストの手先に尋ねてみるがよい：－「なぜ我々は、看護施設以

外では、99.7％の人々が容易く生き残るようなウィルスのために、実験的な

ｍRNA ワクチンを受けねばならないのか？」 

 

  体制派のワクチン・ロールアウトは、計画通りに進行していない。 

 

すべての暴君的なシステムは、生き残り、かつ栄えるためには、チアリーダーという付随

する者の群れを必要とする。それは、搾取可能でかつ敬虔な従者のグループで、その者た

ちが勇んで松明
たいまつ

をかかげ、支配のイデオロギーによって大衆を伝道する。 

 

この戦闘的な、ひと固まりの人口がいなければ、全体主義者たちは権力に留まることはで

きない。 
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アメリカや、ほとんどの西洋国家で、左派イデオローグたちが、この役目を見事に果たし

ている。彼らは、自分たちは、踏みつけられた者の権利のために、戦っていると言うが、

彼らの行動は、彼らの言葉より、もっと大きな声で語っている。 

 

彼らは、過去数年の間に、多くの政府や企業エリートたちが実行してきた、ほとんどあら

ゆる残忍きわまるやり方を、支持し、かつ悪意的に弁護してきた。彼らは、ビッグ・テッ

ク会社による保守派や穏健派への、集団検閲を支持した。彼らは、何十万という小さなビ

ジネスを破壊し、何百万ものアメリカ人の憲法上の権利を侵害する、国家的ロックダウン

を支持した。彼らは、ウィルスの拡大を防ぐのに、何の目に見える効果も果たさなかった、

非科学的なマスクのルールを、支持し続けている。彼らは「ワクチン・パスポート」の使

用を支持している。これは、ワクチン接種をしない人々を、正常な経済活動や、通常の社

会生活から効果的に切り離し、人々を貧困に追いやるはずのものだった。そして今、彼ら

はあらゆるウェブを活用して、注射のプロパガンダを試みている。 

 

我々は多くの名前で呼ばれる、こうした常軌を逸した者たちを知っている――社会正義の

戦士、「スノーフレーク」（自分を特別の価値ある人物と見る者）、ピューリタン、左派（左

翼）、マルクス主義者、共産主義者、グローバリスト、集団主義者、ナルシスト、等々。基

本的に彼らは、この惑星上で最悪の者たちである。・・・（略）・・・ 

 

我々はなぜ、看護施設以外では、99.7％の人々が容易く生き残るようなウィルスのた

めに、実験的なｍRNA ワクチンを受けなければならないのか？ 

 

この質問だけでも、通常なら、ワクチン信者の頭を吹き飛ばすものだ。彼らのほとんどは、

何らかの理由で、Covid の死亡率は「３%かそれ以上」だと信じている。なぜ彼らはこん

なナンセンスを売りさばくのか？ おそらく主流メディアは、決して Covid の死亡率など

議論したことがないのだろう。彼らはそうする代わりに、おそらく昔、WHO や CDC の

ような機関から聞いたことに基づく想定を、人々に押し付けている。 

 

この３％という統計は、2020 年 1 月、このウィルスがアメリカをひどく攻撃する前に、

WHO の作った予言や、医学誌「ランセット」による予備研究からきたものと思われる。

こうした予言は、「ロンドン王立大学」が押し進めたもので、これは、現在、世界中の国家

が大衆をコントロールするために利用している、複雑な命令とロックダウン・モデルを創

った、グローバリストの施設である。彼らのモデルは、あまりにも完全に間違っていたの

で、統計理論や医療管理に親しんでいる人々を、戸惑わせている。 

 

現実には、Covid の死亡率は、感染者の単に 0.26％で（３％であったことなない）、我々は

このことをかなり前から知っている。初めから存在していた症状をもつ、看護施設の患者



たちが、すべての死亡者の 40％近くを構成しているのである。すべての死者の 80％以上

は、65 歳以上の人々だった。そして CDC によれば、Covid の入院患者すべての少なくと

も 30％は、重症の肥満とつながる合併症によるものである。 

 

だから、もしあなたが 65 歳以上でもなく、ひどい肥満体でもなければ、あなたは統計学的

には、Covid の心配をする必要はほとんどない。もし 65 歳以上で肥満体なら、あなたはも

し感染した場合には、約 0.26％の死ぬ確率をもっている。もしあなたが 65 以上で、太っ

ており、看護施設にいるならば、心配すべきかもしれない。 

 

言えることは、Covid は大多数の人々にとって脅威ではないということである。ところが、

かなり多くの強迫観念を持つ人々がおり、彼らはとにかく、怖がりたいようであり、ある

いは我々を怖がらせたいらしいのである。 

 

ワクチンの功徳の説教が、今、ますます奇怪なものになってきた。沢山のユーチューブ・

ビデオ、TikTok ビデオ、論文、社会メディアへの掲載が、自分が注射したことを満足げに

宣言する人々から寄せられ、あたかも彼らは、選ばれた者として、神の手に触れたかのよ

うである。そればかりか、アンソニー・ファウチのような医学詐欺師の偶像化は、身の毛

がよだつほどである。もしあなたが、私を信じないなら、そのいくつかの見本がここにあ

る。（冒頭の埋め込み記事に埋め込まれている）・・・ 

 

これは、こうした人々が皆、深層に存在するアジェンダを、意識しているということでは

ない。ワクチンの功徳を説教することの背後にある精神構造は、平均的な左派のもつ、基

本的な弱さからきていると見ることができる：―― 

 

第一に、彼らは政府や、彼らの通常性の感覚を与えてくれるシステム一般に、依存する習

慣を持っている。言い換えると、彼らが Covid ワクチンを信奉するのは、一つには、彼ら

が政府に取り入って、ある特典に預かるための、切符を手に入れようとするからである。

悲しいかな、彼らは、そのような特典は、もし彼らがそれほど臆病でなくなれば、いつで

も取り上げてしまうことを理解していない。 

 

私の郡では、住人たちは、昨年のほとんどの間、Covid 命令を無視していた。誰もマスク

をしていない。誰も「社会的距離」をとっていない。そして人口の７割はワクチン接種を

受けていない。結果はどうか？ 過去１年に 17 人が死んだだけであり、そのほとんどは

最初から持っていた症状によるもので、我々がこの期間中ずっとこの病気から自由だった

のは、我々が自由を選んだからだった。 

 



第二に、左派たちは常に、自分が多数派でなくても、「多数派」の立場から議論をする。

Covid（＝新型コロナ・ウィルス）は道具である。それは合意を勝ち取るために使う、心理

的なテコのようなものだ。なぜなら、想定されているのは、万人に対する脅威だからであ

る。そして、もし万人が、同じ怪物によって脅かされているとすれば、万人が一枚岩の一

部であり、同じ集合体である。そして、もし、あらゆる者が同じ集合体の一部なら、あら

ゆる者が団結して、その怪物と戦わねばならない。もしあなたが集合体と協力しないなら、

あなたは集合体に背いていることになる。・・・ 

 

           （このあと約半分省略） 

 

［Greatchain 訳注］ 

このブランドン・スミスという人に敬意を表する。これは今、世界の置かれている宇宙的

状況の中で、我々の困った立場を、非常にきちんと考え、説明してくれる優秀な人物であ

る。特に心理的なカラクリの説明はなるほどと思わせる。明らかにこれとは違った考え方

を押し付けられている、わが国の人々に、これを読んでいただきたい。眼からウロコとい

う人が何人かはおられると思う。これは明らかに朗報であるから、「こんな話は聞いていな

かった」と、怒る人はいないだろう。 

 

ここには取り上げていないが、「強化されたタチの悪い変異種」という話も、ここから考え

ると非常に疑わしい。何よりもこれについては、元ファイザー社副社長 Yeadon 博士の、

「Covid の変種などというものは事実上、存在しない。あってもその差異は微細なので、

私は variant (変異種)でなく、それは samiant (同じ種)だと呼んでいる」という言葉がそれ

を証明する。 

 

あくまで、このスミス氏のような考え方を否定し、我々はファウチの計画でなければ救わ

れないのだと言うために、しきりに「陰謀論」という言葉を乱発するメディア報道を読む

方々に申し上げる。あきらかに陰謀であるものを、陰謀と言われるのを避けるために、こ

れを企む者たちが昔から、「陰謀論」という言葉を発明して使ってきた――「おい陰謀だと

よ！ 聞いたか？ わはは」。しかし、それはもう通用しない。バイデン側に不正投票など

なかったと書いても、誰も信用しなくなったのと同じである。明らかに自覚したウソによ

って、民衆を指導しようとする者は、犯罪者である。 

 

 

 


